
 
 
  

 
 

【児童アンケートの結果】 平成２４→２５→２６年度 回答数１０７ 

・勉強は楽しい                    ８２→８０→８５ 

・勉強のとき、先生の話をしっかり聞いている      ８７→９１→９２ 

・勉強はよくわかる                  ８６→９０→８９ 

・先生はあなたの話を聞いてくれる           ９３→９５→９４ 

・先生はがんばったことをほめてくれる         ９５→９８→９３ 

・学校が好き                     ９２→８７→８５ 

・友だちと遊ぶのが楽しい               ９６→９８→９５ 

・先生や友だちにあいさつしている           ９２→９０→９３ 

・学校のきまりやクラスの約束を守っている       ８５→８８→９３ 

・困った時には、先生にお話している          ７２→７５→７５ 

 
全体的に９０％を超えているので、おおむね満足して学校生活を送っているよう

です。しかし、「勉強が楽しい」「学校が好き」という８０％台になっていることは、

学校として残念です。さらに、「困ったときに、先生に話している」が、３年連続

７０％台というのは、大きな課題だと思います。 

学校では、日々の振り返りを書かせたり、アンケートを取ったり、一人ひとりの

声を聞くために様々な手立てを取っています。これからも、いろいろと工夫してい

きたいと思います。もし、ご家庭で子どもの様子の異変に気づいたら、どういうこ

とか聞いたうえで、先生にも相談するようアドバイスしてくださるとありがたいで

す。 

元 気 で や り ぬ く 子  

す す ん で 学 ぶ 子  

思 い や り の あ る 子  



【具体的記述欄】 「学校生活で楽しいことはどんなことですか。」 

１年生は、「給食がおいしい」「友だちと遊ぶことが楽しい」と答えた子が大勢い

ました。同じような意味ですが、「友だちができてうれしい」「友だちと会えてうれ

しい」「友だちがいつもそばにいてくれる」のように、きちんと自分の言葉で書い

ているのがすごいと思いました。 

２年生は、「中休みのサッカーが楽しい」「鬼ごっこ、ドッチボール、バスケット

ボール」というように具体的な種目を書いている子が多かったように感じました。

中には、「楽しいことがいっぱいありすぎて書けません。」といったちょっとしゃれ

た表現をする子もいました。 

３年生になると、「理科、図工、算数」「休み時間、体育の時」のように教科名を

書く子も出てきました。「彫刻刀をやること」「友だちとうんていをすること」など、

書き方もかなり具体的になっています。 

４年生は、「勉強でいろいろなことがわかること」「勉強のとき、自分の意見をみ

んなに言うとき」「漢字をていねいに書くのが楽しかったです。」など、読んでいて

うれしくなる答えが多かったです。 

５・６年生になると、「友だちとワイワイ話せる」「クラスのみんなと遊ぶこと」

「友だちと一緒にいること」「友だちとしゃべったりすること」など、友だちとの

関係を意識している答えが多くみられました。 

子どもたちが書いたアンケ

ートの答えを見ると、それぞ

れの学年に特徴があり、1 年

毎に着実に成長していること

を実感しました。 
お別れ集会の６年生の出し物「ねむり姫」の 

カーテンコール 


